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1 .はじめに
本稿は，アメリカのビジネス・システムを情報という点から，歴史的に捉え直そうとする試
みである。本稿で取扱う情報とは，企業内情報ではなく，企業外の外部情報である。外部情報
とは，政府関連情報，科学技術関連情報，市場関連情報，資源関連情報，外的成長関連情報，
その他関連情報である。こうした企業の外部情報の伝達は，企業組織カf小さい聞は，非公式的な，
たとえば自然に流れて来て受身的に入手したり，新聞や雑誌を読んで自然に認識したりする方
法によって，または個人が積極的に目的意識を持って直接に収集する方法によって，円滑に行
なわれていた。しかし企業規模が大きくなり，会社がいくつかの地域，業界に広がり，全国的
規模となり，国際性が広まるにつれて，外部情報の伝達は，それまでの非公式的な万法では円
滑に行かなくなる。そこで登場するのが，公式的な方法，すなわち組織化された，非個人的な，
積極的な，情報収集の意図を持った，体系化された，継続的に行なわれる』情報活動で、ぁ 41 そ
してこの組織化された情報活動を担ったのが，アメリカの場合は，業界団体であり，経済団体
であり，様々な学会・職業団体・教育機関・産業研究所・出版社・業界誌であった。そしてこ
の組織化された情報活動が，アメリカで登場し始めるのが1880年代前後であり， 1920年代末ま
でには，この組織化された情報活動が，アメリカ社会の中に「作りつけJ (built-in) られたと考
(1)酉賢祐・中江剛毅『経営戦略と情報収集J (中央経済社，昭和50年) 20-21 。
(2) 11同上J 23-240 
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えられ41 そして乙のようにして，制度としてアメリカ社会の中時りつけられた情報の流れ
が，アメリカにおける積極的な企業者活動の展開に貢献したのではないかと考える。本稿では，
その組織化された情報活動の中でも，経済団体と業界団体の情報活動の歴史的発展の経緯を検
証し，それによって経済団体と業界団体が具体的にどのように企業者活動を補完したかを明ら
カ〉にしたし "'0
本稿で取扱う組織化された情報活動の主体は，経済団体と業界団体である。では乙の経済団
体と業界団体は，ビジネス・システムの中ではど乙に位置するのであろうか。図 1 は，通産省
“ 
図 1 業界共同データベース聞のネットワーク化
産業別情報拠点
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出所:通商産業省産業政策局編『企業情報ネットワーク』
(コンピュータ・エージ社，昭和60年)， 49。
(3) Arthur H. Cole , Business Enterprise in its Social Setting. (Cambridge, Mass.: Harvard Univ. 
Press , 1959)，邦訳，中川敬一郎訳『経営と社会一企業者史学序説一.1 (ダイヤモンド社，昭和40年) 75, 
78ー79， 81-86。民間研究機関で経済情報交換機能を果たした全国産業調査会 (NationalIndustrial Confｭ
erence Board) は1916年設立，全米的な学会の連合体であるアメリカ学会評議会(American Council of 
Learned Societies) は1919年設立，社会科学の学会連合である社会科学研究評議会 (Social Science Reｭ
search Council)は1924年設立，民間経済調査機関の全米経済研究所 (National Bureau of Economic 
Research) は1920年設立，民間調査機関のブルッキングス研究所は1927年設立された。市111泰治郎『科学研
究体制.1 (鹿島研究所出版会，昭和41年) 41-42, 57-69。主要経済雑誌は，『ダンス、・レビュー』誌は1893年
(月刊)， rフォーブス』誌は1917年(隔週刊)， Ii'ハーバード・ピジネス・レビュー』誌は1922年(隔月刊) , 
『ビジネス・ウィーク』誌は1929年(週刊)， rフォーチュン』誌は1930年(隔週刊) I乙発刊された。『別間
百le English Journal アメリカ雑誌ガイドJ (昭和55年) 86, 88-890 
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産業政策局が提示した図であるが，この図を使えば，業界団体は各産業の中の黒い斜線部に当
たり，経済団体は，海外の情報活動を扱う場合は，左下の海外情報機関の産業団体に入ると思
われる。そして固によって，乙のネットワークの仕組みも，歴史的な成立の仕万も異なると考
えられる。
II. 全国製造業者協会と全米商業会議所
全国的な経済団体である全国製造業者協会 (Na tional Association of Manufacturers) が結成さ
れたのは， 1腕年であっ T21893年の大不況に苦しんでいたアメリカ産業界は，外国貿易の振
興によって打開の道を聞く，一つの手段として，全国製造業者協会を組織した。製造業者へ送
付された設立趣意書の，設立目的の七項目の中に，その外国貿易を振興しようとした印を見る
ことができる。第三項目に，「外国貿易促進のための諸対策について議論の場を提供することj ，
第四項目に，「南米その他有望な地域にアメリカ製品の常設陳列所を設置すること j ，第五項目
同「アメリカ海運業復興の手段を討議すること j ，第七項目に，「外国市場との互恵貿易を再
興し，外国貿易を拡大させること」としている。
設立後の行動の手始めとして， 1896年，全国製造業者協会は，協会を代表して数名のメンバ
ーをアルゼンチンとブラジルに，貿易状況の視察調査旅行に派遣した。そして全国製造業者協
会が，アメリカの製造業者による輸出拡大の運動を行なっていることが海外に知られるや否や，
アメリカの製造業者と商取引を望む外国商人からの手紙が殺到した。そして乙の大量の文書の
流入により，協会内に情報局が設置され，そしてこの情報局が，会員のための個別調査を行な
い，海外の顧客や海外居住の販売代理店との全ての連絡の情報センターとなっ Ti?;
また情報局は，外国貿易振興促進として，様々な定期刊行物を会員に配布し始めた。第ーに，
情報局は，協会の会員にのみ，親展で会報として配布される，「外国バイヤーの必要商品』とリ
(4) 通商産業省産業政策局編『企業情報ネットワーク一一一競争と協調のベストミックス~ (コンピュータ・エー
ジ社，昭和60年) 49。
(5) 海外の情報活動についての研究には，角山栄編著『日本領事報告の研究~ (同文舘，昭和62年)があり，非
常l乙有益である。乙の場合，角山氏の研究は，海外情報機関の中の政府機関の研究l乙当たる。商社の情報活
動については，桂芳男『総合商社の源流 鈴木商店~ (日経新書) (日本経済新聞社，昭和52年)に詳しいが，
桂氏の研究は，複数の業界にまたがる情報活動を行なう商社の研究であり，上記の図には当てはまらない。
(6) 全国製造業者協会については，拙稿「アメリカにおける経済団体の成立一一業界団体発展前史一一j W商
経論集~ (早稲田大学大学院商学研究科) 42号(昭和57年) 53-56，及び， Albert K. Steigerwalt, The 
National Association of Manuf，αcturers ， 1895-1914 (Grand Rapids: Bureau of Business Rese-
arch, Univ.of Michigan Press , 1964) を参照。
(7) Steigerwalt, Ibid. , 19. 
(8) Ibid. , 46-47. 
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ストにした小冊子を定期的に刊行した。第二に，隔週で『アメリカン・トレードJ と題した雑
誌を定期刊行し始めた。イギリスの『ボード・オブ・トレード・ジャーナノレ』誌は，この『ア
メリカン・トレードJ 誌は「一般には入手できないオリジナル・ソースから大部分取られてい
る，外国貿易事情に関する大量の情報」を含んでいると注記している。そして乙れらの定期刊
行物に加えて， 1898年，『アメリカ貿易索百 IJ と題した全国製造業者協会の会員の分類した商
工人名録を協会は発行した。乙の商工人名録は，最初英語版で5000部発行され，次l乙スペイン
語版，英語の改訂版，第四版は英語，スペイン語，独語，仏語で発行され，最終的に世界中に
2 万5000部強が配布されfjy
外国市場を確立しようと努力する中で，全国製造業者協会は，世界の二つの市場，極東とラ
テン・アメリカに重点を置いた。ラテン・アメリカ市場に関しては ， 1898年 3 月 28 日，ヴェネ
ズ、エラのカラカス l乙，全国製造業者協会の努力により，最初の商品陳列所が開設した。駐ヴェ
ネズエラ，アメリカ公使は，「盛大なセレモニーと友好的な輝かしい環境の下l乙」開設された
と報告している。 51製造業者が出展していた。しかしこの商品陳列所は，アメリカが 4 月 19 日
に米西戦争に突入し，またヴェネズ、エラで軍事革命が起これ天然痘の発生などにより，所期
の目的が達成できず， 1901年全国製造業者協会の年次総会で，清算が決定されfj! 極東市場l乙
関しては ， 1900年 6 月，上海に全国製造業者協会の会員が独占的に使用した商品陳列所が開設
した。しかし，乙の商品陳列所も，義和国の乱が中国北部で起こり，反外国感情が貿易の志気
をくじき，成功せず， 1901年10月 15 日閉鎖された。
様々な貿易振興策の中で，全国製造業者協会は，外国市場での競争において，領事館業務が
極めて重要な乙とを認識し，領事業務の改革を政府，国務省I乙働きかけた。輸出が農業産品か
ら工業製品に比重が移ると同時に，領事業務の商業上の有用性がアメリカでも高まったが，領
事館の人員は大統領が代わる度にほぼ完全に入れ替わり，その在職はアメリカ国内の政治的な
出来事によって左右されていた。そのような体制では，領事代理が駐在地域l乙精通し，その地
域の信頼l乙足る貿易見通しの忠告を行なうのは期待できなかった。任免の政治的性格I乙加えて，
不適切な給与体系，業務の硬直性及び国務省の十分な監督の欠如等，多くの基本的な欠陥が，
領事業務に見られた。 1896年の全国製造業者協会の年次総会の後，領事改革を要望する回状が
連邦議会の全議員に送付され， 2 ヶ月後，国務省領事局長が領事業務の視察旅行に派遣された。
全国製造業者協会の役員は何年にも渡って領事業務の改革を主唱したが，領事任命の政治的
性格は変わらなかった。しかし少しずつ変化が生じていた。 1898年 1 月 1 日，それまで慣習と
(9) Ibid. , 47. 
(10) Ibid. , 50-52. 
(1) Ib id. , 58-59. 
(12) Ibid. , 75-77. 
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して月刊であった領事及び外交官の『雑報.! (Miscellαneous Reports) が，受領後直ちに印刷
されるようになり，また『進行表.! (Advαnce Sheet) は，世界中の貿易状況に関して実質上毎
日発行され，アメリカの利害関係製造業者に郵送されるようになった。そして1906年，領事業
務に関する増大した関心は，精確な商業情報が必要とされている印と見なされ，米国議会によ
って，領事及び、外交官業務の広範な組織的万針決定の見直しが行なわれfjf
このように，民間経済団体から政府に情報機能の拡充を求める一方で，今度は政府側から政
府の意図に沿った産業界との情報のパイプ役を果たす新しい経済団体，全米商業会議所の創設
の動きがあっ fj! 商業及び製造業を管轄する省として ， 190如乙新設された商務労働省の，第
三代長官オスカ一・ストラウスは， 1907年同省工業局 (Bureau of Manufacturers) の 2 人
の官僚から長文のメモランダムを受取った。 1 つは関税の専門家のナハム・ I ・ストーンが提出
した。ストーンはその中で， ドイツでは商業会議所が政府とビジネスマンの聞のJ情報仲介機関
となっていると指摘し，アメリカでも同様な全国的商業会議所があれば有益であると論じた。
もう 1 つのメモランダムは，チャールズ・ S ・ドナルドソン領事報告部長が提出した。その中
でドナルドソンは，外国貿易を振興するためには，広範な商業団体及び製造業者団体と頻繁に
連絡し，会合を開いて，より緊密な接触を持つべきであると主張し fj!
こうした全国製造業者協会には満足していなかった政府官僚に指導された形で，工業局を窓
口受付機関として， 1912年全米商業会議所が設立された。そしてこの全米商業会議所が，政府
と企業の聞のいくつかの望ましいつながり (linkages) を提供した。すなわち，全米商業会議
所における様々な経済問題に関する一般投票を通じて，政府は全国の中小企業の態度や願望を
読み取ることができたし，情報を流し，そして様々な問題に対し，そして政府機関に対し支持を
動員することが期待できた。
そしてこの 2 つの経済団体，全国製造業者協会と全米商業会議所は，アメリカ経済全体の企
業の外部情報を扱う主体として，制度化され定着していった。では次に，各産業の組織化され
た情報活動について検討したい。
皿.綿工業
綿工業において，現存する地域団体の前身で，最初にできたのは， 1865年に成立したニュー
(13) Ib id. , 77 -81. 
(14) 全米商業会議所については，拙稿「アメリカにおける経済団体の成立J~商経論集~ 56-60，及び， Ricｭ
hard Hume Werking,“Bureaucrats , Businessmen, and Foreign Trade: The Origins of the 
United States Chamber of Commerce , " Business History Review, Vol. LII, No.3 (Autumn, 1978) , 
321-41，を参照。
(15) Werking, Ibid. , 322-23, 326-27. 
(16) Ibid. , 338-41. 
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イングランド、綿製造業者協会で、あっ fji 乙の団体は，綿工場の取締役や工場長が産業で生じて
いる技術進歩に関して，入手可能な情報全てに遅れないで付いて行く乙とがもはや個人的な努
力では不可能な乙とを認識して，設立された。それ故，組織の唯一明確に記された目標は，「綿
製造の最善の方法について，情報を収集し伝達する」乙とであった。設立時には40名強であっ
た会員は，設立から10年自には197名， 1900年比は20州から491名の活動会員があり，アメリ
カ北東部の大小ほとんど全ての綿工場が加盟していた。年 2 回の総会で，技術的な問題が徹底
的に議論された。たとえば新式機械が説明・議論され，綿布や綿糸製造の様々な技法が極めて
詳細に討論された。また会合に出席できない会員には，産業の様々な発展に遅れないよう，会
(18) 
報が発行，送付された。
しかし，技術情報以外の問題を目的として， 2 つの地域団体が乙の時期結成された。北部で
は，当時ニューイングランド諸州で次々と制定されていた婦女子労働に対する規制立法等に対
する防御を目的として， 1880年アークライト・クラブが設立された。同クラブには， 1900年ま
でにはニューイングランド北部の大規模で営業年数の長t '1 114社が加盟し，繊維工業に不利な
立法化阻止のロビーインクーを行なっていfj! また南部では ， 1897年生産削減を目的として，南
部綿紡績業者協会が設立された。同協会は，生産削減には失敗したが，北部との鉄道の地域運
賃比率の格差是正に成功し，地域団体として確立していっ ff!
乙れらの 3地域団体は ， 1900年以降徐々にその機能と形態を変えていった。 3 団体は，各々
恒久的な事務局を設置し，専任の専門スタッフを持ち，多くの常任委員会を設置した。ニュー
イングランド綿製造業者協会は， 1906年全国綿製造業者協会と名称を変更し， 1916年に大幅に
改組された。南部綿紡績業者協会は， 1903年アメリカ綿製造業者協会と命名され， 1916年比同
様に大幅に改組された。そして乙の 2 団体は， 1913年にアメリカ綿製造業者全国協議会を発足
(2U 
させた。
第一次世界大戦中，戦時産業局(War lndustries Board) が必需品の価格を決定する際
に，全国協議会は，北部・南部の両地域から代表を任命し， 30名を超える委員会によって綿製
品の価格が決定された。政府は情報不足であったので，基本価格を決定し，様々な製品に差額
(問綿工業の業界団体については，拙稿「アメリカにおける業界団体の成立一一綿繊維協会の事例から一一」
(修士論文，早稲田大学大学院商学研究科，昭和53年) ，拙稿「アメリカ綿工業における業界団体の史的展
開Jr商学研究科紀要.!I (早稲田大学) 10号(昭和55年)， 321-38，及び， Louis P. Galambos, Competition 
and Cooperation: The Emergence of a National Trade Association (Baltimore: The Johns Hopkins 
Press, 1966) を参照。
(18) Galambos , Ibid. , 20-23. 
(19) Ibid. , 23-26. 
位。 Ibid. ， 30-'-33. 
(21) Ib id. , 55-58. 
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を設けるのに，産業界に依存した。産業に関する技術的な情報を独占的に持っていたが故に，
業界団体とその会員は，政府規制の実施方法を支配することがで、き fff
第一次大戦後も，業界団体と政府は協力し続けた。地域団体と全国協議会からのスタッフ・
メンバーは，商務省標準局及び連邦規格局と繊維製品に関する政府規格の案出に協力した。政
府が新製品の規格の草案を決定し，連邦規格局に十分なデータがない時にはいつでも，地域団
体は分析のために商品見本を提出した。商品テストの後，仮規格が草案され，検討のため地域
団体に提示された。該当製品の産業集団が，独自の商品テストを再度行ない，規格を再検討し，
案を練り直して，連邦規格局 l乙送り返した。そしてほとんど全ての標準化と規格化の問題に関
して，地域団体は，ハーパート・フーパー商務長官と商務省と緊密かつ効果的に作業を進めd!
1923年から 1924年にかけて，綿繊維製品の価格が大幅に下落した後，地域団体と全国協議会
は，より強力な全国団体を結成しようとした。それは，全国協議会が単なる団体聞の委員会に
過ぎず，強力な不況対策を業界として採れなかったからであった。全国業界団体結成の動きは，
南部の製造業者から起こった。
1926年 l乙結成された全国団体，綿繊維協会は，主要 3 計画を実施した。 3 計画とは，公開価
格計画，原価計算計画，新用途開拓計画であった。第ーに，公開価格計画では，参加会社は，
綿繊維協会のニューヨーク事務局に週末毎に自社のデータを提出し，代わりに産業全般の報告
書を受け取った。報告書には，生産総額，工場在庫量，製造会社の手持受注量等が記入されて
いた。統計資料を議論するために会合が催されたが，生産削減には一部が参加しただけで，従
って生産調整は不可能だっ d!
第二lこ，原価計算計画では，各綿工場は，適切な減価償却引当金の設定と，総原価の中 l乙正
常な要素として投資への利子項目を設定するよう勧告された。綿繊維協会は ， 1928年秋『販売
政策に関する指導のための予定原価算定に用いられるべき基準の要点』と題したパンフレット
を発行し，その手引書によって，各綿工場は，綿工業で広く認められ使用されている原則に基
づいた単位原価制度の採用が可能となった。
第三に，新用途開拓計画は， 1927年綿繊維協会内に設置された新規開拓部によって指導・運
営された。新規開拓部は，綿製品の新市場について， 130以上の個別研究の調査を行なし 1，ド
レス用の綿織物の大規模な広告キャンペーンを行なった。全国の小売店の協力を得て，綿製品
のファッション・ショーを成功裡に開催し， 1929年には15万ドルの費用で、数百万部の綿織物の
間 Ibid. ， 65-66. 
(23) Ibid. , 67-68. 
凶 Ib id. , 89-105. 
(25) Ibid. , 106, 120. 
(26) Ib id. , 107, 121. 
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パンフレットを配布し，『輝くファッション』と題した会報をデ、パートや小売店に発行，配布し
始めた。
乙のようにして，綿繊維協会は綿繊維業の構造不況からの脱出を図ろうとした。しかし南部
では依然として新工場が建設され，全国団体の努力は成功しなかった。アメリカは1929年大恐
慌に突入し，そして綿繊維協会は，ルーズヴェルト政権の全国復興局の下で，綿繊維業の産業
規約を起草する代表委員会を組織した。そして政府の指導の下に，綿繊維業の不況からの脱出
を図ろうとした。
綿工業において，業界団体はまず技術情報の交換のために組織され，徐々にその性格を変え
ていった。独占的に持っていた情報を使って，業界団体は第一次大戦中は有利に政府に対応で
きたし，大戦後も政府と協調を続ける乙とができた。構造不況に突入した後は，統計資料を用
いて生産調整を企てたり，単位原価制度の導入に努め，マーケティング努力も行なったが，構
造不況からの脱出には成功しなかった。しかし統計資料の利用，原価計算制度の普及，広報活
動を通じて，組織的な情報活動を，業界団体は果たしていた。
N. 電力業
電力業の現在の全国業界団体であるエジソン電気協会の前身，全国電燈協会が結成されたの
は1885年で、あっ ff! 全国電燈協会も，電灯業における急速な技術革新に対応して，電気利害関
係者が技術情報の交換を望んで設立した業界団体であった。そしてその設立を促したのは，業
界誌の『エレクトリカル・レビュー』誌であった。同誌の呼び掛けの後，シカコ守の電気業者の
友好グループが，全国電燈協会を発足させた。設立総会には16チliから87名が参加したが，参加
メンバーは，発電供給業者，電気設備製造業者，電気請負業者，業界ジャーナリスト，そして
灯源及び動力源として電気を使用していた，その他の産業の製造業者であった。世界の至る所
で，毎年多くの発明や新しい理論の応用が出現していたので，各発電会社，電気機器会社，工
場の運営に電灯を使っているその他の会社が，個別に得ることのできる役に立つ情報量には一
定の限界があった。そうした情報を得るための，コミュニケーションの拠点が，全国電熔協会
包め Ibid. , 107, 121-22; Herbert J. Lahne , The Cotton Mill Worker (New York: Farrar & Rinｭ
ehart, Inc. , 1944) , 19. 
(28) Galambos , Compe tition αnd Cooperation, 122-202. 
側全国電燈協会については，拙稿「全国電燈協会の史的展開 アメリカの電力業における業界団体活動一」
『産業と経済~ (奈良産業大学) 1 巻 3 号(昭和61年) 47一72，及び， Hiroshi Kobayashi，“百le Developｭ
ment of the National Electric Light Association, 1885-1933: An Historical Analysis," M. A. Theｭ
sis, The Ohio State U",iversity, 1984，を参照。
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であった。
設立総会と半年後の総会で16の議題が議論された。議題は全て技術的な性格のものだった。
それらは，白熱灯照明，電線敷設と電話線の交差回避，電力と照明への転換，電球と笠，発電
機と電力の接続の最良の方法，水力による電灯照明等で、あっ d!
1888年の年次総会には， 300名以上が出席し，この時期までに，全国電燈協会は揺藍期から
抜け出していた。乙の急速な成長は，全国電燈協会がその会員に提供していた情報の商業上の
有用性に因っていた。年次総会で議論され，議事録に印刷された研究論文と議論は，主要な電
気業界誌に再び掲載されだ。それ故，全国電燈協会の名は知れ渡り，電灯業界から，より多く
の会員と関心を集めた。全国電燈協会の初期の成功は，電力業がま Tご発展の途上にあり，同協
会が電力業の利害関係者に，技術情報を伝播するのに役立ったことに依っていd!
1889年から 1905年の聞に，全国電燈協会は，電灯・電力業界の真の全国業界団体となった。
会員の中で，電灯・電力会社の数が増加し，電気機器業者及び関連会社の数が減少した。そし
て次に全国から会員数が増加した。会員数が増加した原因は，全国電燈協会が会員に実務的な
情報を提供し続けたからであった。全国電燈協会の年次総会で発表される研究論文は，実用性
が高く，アメリカ電気技師協会 (AIEE) やアメリカ機械技師協会 (ASME) のような専門の
工学学会で発表される論文よりも，はるかに直接的に会員の問題を扱っていた。また技術的に
実用性の高い論文ばかりでなく，経営管理に眼を向けた論文も発表され始めていた。全国電燈
協会の基盤が確立したのは，それ故，全国電燈協会が，技術的にも経営的にも，電灯・電力会
社が望む情報を提供し続けたことに因っていfff
実用的な論文が年次総会で発表され続けていたが，会員が実際に抱えている個々の問題や疑
問点は，誰によっても囲答を得ることはできなかった。年次総会はスケジュールが事前に厳密
に組まれ，個々の問題を取り上げて答える場はなかっ ff! そ乙で全国電燈協会は ， 1902年会員
が抱える個別の問題に答える質問箱制度を導入した。
1902年の年次総会の前に， H • L ・ドーアティ会長は，権威ある回答を得たい質問があるか
どうか尋ねる手紙を会員に送付した。 71の質問は得られるや否や，全会員に送付された。そし
て回答を得ると直ちに印刷し， 1902年の総会で配布した。このようにして，全国電燈協会は，
(30) National Electrical Manufacturers Association, A Chronological History of Electrical Developｭ
ment: From 600 B. C. (New York, NY, 1946) , 49-56; National Electric Light Association, Proceｭ
edings of the Nαtionα 1 Electric Light Associαtion， 1885, 3 - 6 , 103-104; 1891, 136; 1910, Vol. 
1 , 204-205, 210. 
(31) NELA, Ibid. , 1885, 21-22. 
倒 Ibid. ， 1888, 5-6. 
倒 Ibid. ， 1891 , 4 -8 , 35-49, 58-78, 164-93, 245-84; 1893, 167-90, 337-51; 1897, 86-97, 
159-209; 1900, 4 -8; 1904, Vol. 1 , xxiix-xliii. 
。4) Ibid. , 1893, 423-24. 
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各会員が持っている電力業に関する技術・経営』情報のニーズl乙応える制度を導入し ff!
1902年に始まった質問箱は，議事録の中で;163頁に渡っていたが，年々更にその頁数は増大
していった。 1904年には，一般的な関心に対する「名案J (wr凶des) の情報を掲載した105頁
と共に， 431頁に渡って質問箱の回答が掲載され，一巻本として議事録と共に配布された。こ
うした実務的な有用性への関心が高まり，益々会員数は増えていっ d!
後 I乙，年に 1 回の質問では会員のニーズに応じきれず，全国電燈協会が月刊の会報を発刊
した1908{ffL.は，「質問箱」は毎号定期的に掲載されるようになった。会員の中に，質問が
年に 1 回刊行される『質問箱』の中で解答を得た時には，もう遅すぎるという苦情が多かった
からである。そして月に 1 回を基盤として，「質問箱」は，より効果的に会員の情報ニーズに
合致することができた。
またこの時期，全国電燈協会は，多くの電気規則・設備を標準化し，統一会計手続の導入l乙
着手した。 1897年の総会で，標準電気規則委員会は，会員に標準電気規約の採用を求め， 1899 
年の総会で，電気機器標準規格委員会は，様々なタイプの電気機器の標準規格をアメリカ電気
技師協会，アメリカ機械技師協会及び建設会社と協議して決定するよう，会員に勧告した。
1901年の統一会計委員会は，電力業の会計を標準化するため，所得分類，建設勘定項目，費用
項目の三部からなる報告書を提出し，それからの長期に渡る統一会計導入の努力を開始した。
1905年，全国電燈協会は，アメリカ人の生活により電気利用を促進させようと，他の組織と
共に，共同電気普及協会を結成した。 20世紀に入って，電気は冷蔵，暖房，調理，洗濯と家庭
の中で使われ始めていた。全国電燈協会は，共同電気普及協会と協力するための委員会を任命
した。共同電気普及協会は， 1905年広告キャンペーンを開始し， 1906年には87万ドルをキャン
ペーン l乙使った。共同電気普及協会は，ダイレクト・メールの広告や新聞広告をし，ショール
ームや実演窒を開設し，協会の電気サインを掲げた。乙の広告キャンペーンは，電力業の商業
的な発展に大いに貢献した。
第一次大戦中，全国電燈協会は，政府機関である全国防衛協議会の諮問委員会の小委員会と
して結成された全国ガス・電気公共事業委員会の傘下に入札同委員会と会員会社聞のコミュ
ニケーション・センターとなった。全国ガス・電気公共事業委員会は，軍需工場と軍隊の宿営
地への，エネルギー供給を調整した。陸軍将校と公共事業会社の聞に，契約条件について大き
(35) Ibid. , 1908, VoL 1 , 176. 
(36) Ibid. , 1902, 554-716; 1904, VoL IT ,“Question Box," 3 -433;“Wrinkles," 3 -107. 
(37) Ibid. , 1908, VoL 1 , 178一79; 1909, VoL 1 , 27-30. 
(38) Ibid. , 1897, 98-110, 399-413; 1899, 303-306; 1900, 175-76, 180-252, 425-55; 1901 , 52一
113. 
(39) Ibid. , 1906, VoL 1 , 352-55; 1907, VoL IT , 20-21, 44-52. 
-34-
組織化された情報活動ーアメリカにおける経済・業界団体活動一
な見解の相違があり，同委員会がそうした相違の緩和に役立つ Tj!
第一次大戦中及び戦後の電力業に対する政府規制の増大に対処するため，全国電燈協会は，
1920年から一連の広報活動キャンペーンを開始した。まず最初に，全国電燈協会は， 1920年の
年次総会の後，広報活動部会を設け，全国13地区に広報活動支部を設置した。各地区支部の委
員長は，製造業者広告小委員会，公益事業情報小委員会などの 6 つの小委員会を設置し，具体
的な広告キャンペーンを開始した。たとえば，製造業者広告小委員会は，新聞や業界誌で，大
衆の好意獲得のための広告を開始した。 1921年まで、には， 47の製造業者が， 72の出版物で， 944
万部の発行部数に広告スペースを出すことになっていd!
1921年，全国電燈協会は，発電所建設の資金調達のためだけでなく，広報活動の一環として，
電力債券の顧客所有計画を促進した。 1921年の年次総会の後に，全国電燈協会は，顧客所有委
員会を設置し，キャンペーンを開始した。顧客所有委員会は販売マニュアルを作成し，「顧客所
有の基本10原則」を公表し，入念な計画に基づいて，販売株数，新規株主数は共に増加した。
電力業は， 1923年建設計画のため7500万ドルを資金調達し，うち33%が顧客所有計画で調達さ
れていた。
更に，全国電燈協会は，電力業への理解を広めるため，大学と協力し，社会の電力業に対す
る理解・認識を変えようとした。 1922年，全国電燈協会は，対教育機関協力委員会を設置した。
全国電燈協会は，大学教授は公益事業についての理解がないと考え，そのような教授に教わる
学生もまた理解がないと考えた。そ乙で，公益事業の経営と運営についての学科目を大学に設
置してくれるよう望み，最初にハーバード大学経営大学院に学科目の設置と教科書の執筆を依
頼し，協力と資金を提供しd!
また全国電燈協会は ， 1923年広報活動全国部会内に，演説委員会を設置した。 1925年には
『演説者のハンドブック』が刊行され，組織的かつ体系的な，大衆への情報提供が，全国各地
区で繰り広げられていた。たとえば，マーチン・ J ・インサルは，婦人団体の前で「電気と家
庭」という題名の講演をしていたし， H • P ・リバーシッジは高校 2 年生のクラスで「電気の
生産と配電」について演説した。
このようにして， 1920年以降，積極的な広報キャンペーンが実施されていたが，電気機器会
社の生産協定が明らかになり，連邦取引委員会の調査が始まり，電力会社の持株会社への非難
が高まる中で，全国電燈協会の広報キャンペーンが厳しく非難され始めた。すなわち情報を操
側 Ibid. ， 1918, 25-29, 93-99. 
(41) Ibid. , 1921 , Vol. 1, 15-18, 521, 523-24. 
(42) Ibid. , 1922, 65-90; 1924, 196; 1925, 190-99. 
(43) Ibid. , 1923, Vol. 1, 240-42; 1924, 10-11, 181-94; 1925, 15. 
(4) Ibid. , 1923, Vol. 1, 250; 1925, 178-79; 1926, 369; 1927, 266-73. 
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作して，社会世論を変えようとした乙とがマイナス要因となってしまった。大恐慌に突入し，
電力業に批判的で，電力業の公有化に賛成していたフランクリン・ D ・ルーズヴェル卜が大統
領に就任した1933年，全国電燈協会は解散し，会員は新しい全国業界団体，エジソン電気協会
を結成し d!
v. 銀行業
銀行業の全国業界団体である，アメリカ銀行協会が設立されたのは， 1875年で、あっ d! 組織
の目的は，「相互利害の前進と保護の観点から，銀行役員と銀行家を，より緊密な関係にする
乙と」にあった。しかしアメリカ銀行協会内には， 5 つのタイプの銀行，すなわち国法銀行，
州法銀行，信託会社，貯蓄銀行及びその他銀行業を営む企業があって，利害の多様さの故，最
初は会員数は低迷していた。 1875年 9 月の会員数は1600であり， 1885年は1395 ， 1895年は1570
であった。
アメリカ銀行協会は，各々のタイプの銀行家の利害に対応できなかったばかりか，各州が各
々異なった銀行法を持っていたので，各州の異なった利害にも対応できなかった。アメリカ銀
行協会は，各州の銀行家の声を反映させようと， 1889年の総会で，州団体がまだ設立されてい
ない各州及び準州の銀行家に，アメリカ銀行協会と協力して，各々州団体を結成するよう推奨
した。 1889年までには，わずか8 州にしかなかった州銀行協会が， 1890年 2 州， 1891年 5 州，
1892年 5 州と新たに結成されていった。最後にロード・アイランド銀行協会が， 48番目の州、回
体として結成されたのは1915年であった。
各州での組織化が進み，今度は異なったタイプの銀行家の利害に対応するため， 1896年以降
利害に対応した部門がアメリカ銀行協会内に設置された。 1896年信託部， 1902年貯蓄銀行部，
1912年国法銀行部， 1916年州法銀行部と設置された。会員数は，そうした利害の吸収に呼応し
て， 1896年2188 ， 1897年2813 と上昇を始め， 1905年アメリカ全銀行の約 3 分のし 7677 ， 1920 
制拙稿「全国電燈協会J f"産業と経済.! 68-71 。
制銀行業の業界団体については，拙稿「オハイオ銀行協会の成立， 1891-1908 アメリカにおける地域業界
団体活動 J Ii産業と経済.l (奈良産業大学開学記念論文集，昭和60年) 139-52，及び， Hiroshi Kobayashi , 
“The Rise of the Ohio Bankers Association, 1891-1908," (unpublished paper, 1983)，を参照。
間 Wilbert M. Schneider, The American Bankers Association: Its Past and Present (Washington, 
D. C. , 1956), 6 , 44; American Bankers Association, Proceedings of the Convention, 1881, 4; 
1896, 19. 
倒:) ABA, Ibid. , 1889, 41-42, 168-70; 1892, Second Day' s Proceedings, 50-60; 1896, 125-29; 
Fritz Redlich, The Molding of American Banking: Men and Ideas (New York, 1968 [c.1947-1951)) , 
n, 301-302. 
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年全銀行 3 万1023行中 2 万2687行が会員となっ d!
全国業界団体の制度化が，地域業界団体や異なったタイプの利害の吸収の制度化によって成
功したように，また地域業界団体の制度化もまた，より小さな分割された地域の組織化によっ
て成功した。オハイオ銀行協会は ， 1891年アメリカ銀行協会の創立宣言とほとんど同じ設立目
的を掲げて設立されff! そしてオノ、イオ銀行協会の制度化は ， 9 地域 l乙分割された「グループ・
システム」の採用によって完成し J!
1898年，初めて「ク、、ループ・システム」について，オハイオ銀行協会で議論して，シンシナ
チのジョージ・グッケンパーガーは次のように述べている。「このシステムの下では，いくつか
の純粋に地域的な共通利害を持っている，ある特定地域の銀行家が，一年l乙数度会合を持ち，
そしてその結果，より親密になり，そして全員に利益をもたらすような一種の友愛的な感情を
得るようになる4 またグッケンパーガーは， 卜レド，クリーブランド，その他のエリー湖沿い
の都市の銀行家の利害と，シンシナチ，ポーツマス，その他のオハイオ河沿いの銀行家の利害
は異なっているので，各々の地域の銀行家は， 1 年 l乙 2 ， 3 回は親近惑を高めるために，会合
を持った万が良いだろうと説明しJ1
ミズーリ，イリノイ，アイオワの各州での「グループ・システム」導入の成功を聞き，オハ
イオ銀行協会は ， 1907年「グループ・システム」を採用した。年次総会で，州、|は 9 つの地域グ
ループに分割するよう提案された。そして各地域グループの委員長は，オハイオ銀行協会の理
事会のメンパーとなっ J!
各々に聞かれた最初のグループ毎の会合では，多くの銀行家が成功裡のうちに出席した。
1908年の総会で，多くの委員長が会合の成功を報告した。第 1 クゃループの委員長で，シンシナ
チのL ・クレイボルトは，「ク守ルーフ0 ・システムは，銀行家の親睦と協調の精神を，より緊密な
万向に促進させるのに，確かであるd と述べていよ!1910年の総会で，オハイオ銀行協会の事
務局長S ・ B ・ランキンは，会員数はオハイオの総銀行数1145行中， 841行，すなわち，第 1 グ
ループは140行中112行，第 2 グループは150行中98行，第 3 グループは135行中102行，第 4 グ
ループは114行中75行，第 5 クゃループは126行中106行，第 6 クゃループは126行中83行，第 7 グル
ープは110行中80行，第 8 クゃループは117行中78行，第 9 ク、、ループは127行中107行であると報告
した。そしてこのように高い組織率を獲得した各地域グループ内に，各地域の銀行家の相互利
性9) Schneider, American Bankers Association, 44, 82-104; ABA, Proceedings , 1896, 19; 1897, 12. 
(50) Ohio Bankers Association, Proceedings of the Annual Convention, 1891 , 5 , 7 - 9 , 13. 
(51) Ibid. , 1892, 13; 1900, 17, 101; 1905, 22; 1908, 14-15, 20. 
(52) Ibid. , 1898, 83-84. 
日) Ibid. , 1907, 115-18, 120. 
(54) Ibid. , 1908, 35-48; The Ohio Banker , March, 1908, 12. 
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図 2 オハイオ州のグループ・システム
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出所: Ohio Bankers Association, Proceedings of the Ohio Bankers Association, 1907, 6 , 
Supplement; Ohio Historical Society, OBA Records , Series n, Subseries 1 , Box 10. 
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害I乙対応するため，顧客に関する信用情報を提供する，情報センターを設置した。それ故，グ
ループ・システムの採用以後，各地域で不良顧客の報告がなされ，不良顧客は排除されるよう
になった。このようにして，クやループ・システムの確立は，オハイオ銀行協会の発展に寄与し
た。
ク、、ループ・システムの導入によって，その基盤が確立したオハイオ銀行協会は， 1907年コロ
シパスに常設の本部を設置した。そして専従の役員が置かれ，オハイオ銀行協会の会員は，恒
常的なサービスを受けることができるようになっ J!
またオハイオ銀行協会は ， 1908年『ジ・オハイオ・パンカー』という公式の機関誌を刊行し，
会員に配布し始めた。オハイオ銀行協会は，乙の月刊誌によって，同団体の業務について，情
報を与えようとした。各号には，必ず各地域グループの近況が掲載されていた。創刊号で「本
誌の主たる目的の 1 つは，オハイオの銀行を，より互いに接触させ，そして当組織〔オハイオ
銀行協会〕の仕事により接触させることにある。『ジ・オハイオ・パンカー』誌を通じて，我が
州の銀行に関するニュースが，定期的に交換され，そしてそうすることによって，我が州の銀
行家が，はるかlこより緊密になるだろう」としている。乙の記述に依れば，この団体の公式機
関誌は，情報を提供するだけでなく，団体の影響力を強めるための議論の場を提供しようとし
ていた。
このようにして，銀行業には，細かに張りめぐらされた情報の網の目が， 1910年代には確立
していたのではないかと考えられる。各地域ク、、ループは組織化率が高しそうした各地域グル
ープによって州銀行協会は運営されていた。そして全米を覆う州銀行協会の網の目の上に，全
国業界団体のアメリカ銀行協会があった。そしてアメリカ銀行協会の発展は，州銀行協会の確
立によって成し遂げられたものであったし，州銀行協会は各地域ク、、ループの組織化によって，
基盤が確立していた。そしてその網の目の上を情報が走ったのではないだろうか。
VI.おわりに
アメリカのビジネス・システムを情報という点から，歴史的に捉え直してみると，組織化さ
れた情報活動が，アメリカ社会の中に作りつけられていたと考えられる。本稿は，制度として
アメリカ社会の中に作りつけられた情報の流れの中でも，特に経済団体と業界団体を検討した。
企業が外部情報をどのように入手し，また外部情報を企業の外でどのように利用しようとした
かを描乙うとした。本稿は，企業の外部環境としての情報の流れの中で，外部環境の主体的な，
(5) OBA, Proceedings , 1910, 7 -8 , 44. 
(56) Ibid. , 1903, 4 , 75; The Ohio Banker , March, 1908, 9 -10. 
(5わ Ibid. ， 8. 
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組織化された情報活動を行なう経済団体及び業界団体を取り扱ったに過ぎない。しかしその歴
史的検討を行なう乙とにより，従来は部分的にしか取り扱われて来なかった制度化された情報
活動が明らかにできたのではないかと考える。固によって，制度化された情報活動のあり方も，
歴史的な成立の仕方も異なっていると考えられる。そして本稿によって，アメリカにおける制
度化された情報活動がある程度明らかにされたと考える。経済団体と業界団体は，外部情報を
得る入手先として有用であり，そしてその外部情報は，企業発展の基盤となったのではないか
と考える。
〔付記〕本稿は，昭和61年 8 月 1 日，第12回経営史学会関西部会大会での発表を，改題の上，修正・加筆した
ものである。
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